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　　　　　　　　福岡県立門司学園中学校長     印

   評 価（３月）

年 度 重 点 目 標

規律ある授業環境の提供

学力向上策実践と授業改善

心を耕す教育の充実

心と体の健康教育の推進

教育活動の一層の魅力化と広報活動の充実及び地
域との連携

「思考力・判断力・表現力」の向上

協力的で高い教育効果を発揮できる教員集団づく
り

施設・設備等の教育環境整備

評価項目 具　体　的　目　標

授業規律を徹底させる。

知識・技能と思考力・判断力・表現力を身につけるとともに、英語力を向上させ、未知の状
況にも対応できる課題解決力を育成する。

整然と落ち着いた授業環境の維持により授業効果向上を図る。

「鍛ほめ福岡メソッド」を実践して、自他を認め合い、相手の気持ちを思い遣ることができ
る人権感覚と自尊心・自己肯定感・人命尊重の精神を育む。

課題を抱える生徒の早期発見・早期対応による支援体制を確立し、授業や部活動をとおして
心身ともに健康な生徒を育成する。

平成２９年度  学校自己評価表   （ 計画段階 ・ 実施段階 ）     

学  校  運  営  計  画（４月）

進路実現を支える確かな学力を身につけさせ、主体的・対話的で深い学びを実現するため、
指導方法・授業評価方法の研究に努め、魅力ある授業を展開する。

授業だけでなく学校行事などの内容を更に充実させ、学校の「魅力化」とそのアピールに努
めるとともに、地域や同窓会とも連携して教育活動の一層の活性化を図る。

中２

学習計画表を活用し、日々の家庭学習を定着させる。

日々の活動において挨拶を励行させる。

学  校  運  営  方  針
 併設型中高一貫教育校の中学校として、中高それぞれの教員が相互に連携し、その特性を最大限に生かす６年間を見通した教育課程
を確立し、１００年後に繋がる確固たる礎を築く。

昨年度の成果と課題 具 体 的 目 標

　中高合同教科研修会等をとおして、積極的に中高
連携を推進し、６年間を見据えた教育活動展開のた
めの環境づくりに努めている。また、「鍛ほめ福岡
メソッド」を実践しながら、ＩＣＴ機器等を効果的
に活用したアクティブ・ラーニングに積極的に取り
組み、主体的に考え、行動できる生徒の育成を目指
している。
　今年度は、上記取組の継続に加え、部活動を含む
教育内容を充実させ、進路実現を可能にする確かな
学力を身につけさせる。また、広報活動の強化を図
り、積極的に情報を発信しながら、本校の更なる魅
力化の推進を図る。

第２学年

計画的に学習課題を出し、提出状況を確認する。

チャイムと同時に授業を始め、提出物の提出を徹底させる。

中高教職員が連携を深め、互いの深い信頼関係と温かい人間関係の中で、組織力を高め、意
欲的・積極的・協力的に、建設的な意見交換・提案を行う。

生徒が安全・安心な環境の中で、快適に充実した学校生活を送り、学習活動を行うことがで
きるよう、施設・設備等の点検・維持・充実に努める。

具  体  的  方  策 評価（３月） 次年度の主な課題

第３学年

リーダーシップが発揮できる生徒を育成する。

「学習の記録」を記入させ、学習習慣の定着を図る。

学力分析テストの自己分析や計画的に定期考査に臨ませることで学習意欲を高めさせる。

「勉強合宿」を実施し、学習意欲の向上を図る。

日々の授業に緊張感を持たせ、学習を充実させる。
高校で学ぶ基礎を定着させる。

  生徒会中央委員や学級総務委員が中心となり各行事、学年集会を行わせる。リーダーに基本的な
生活習慣を守らせ、他の模範となる行動をとるよう指導する。

学年やクラスの団結心を高め、お互いを思いやって
協力する態度を養う。

体育大会、学園祭などの学校行事を通じて、生徒の主体的な活動を支援することで、達成感を共
有し、クラスの絆や団結心を深める。

基本的生活習慣を確立させる。

清掃活動に積極的に取り組ませる。

基本的生活習慣の確立を図る。

学習習慣を身に付けさせ、基礎基本的学習内容の
定着を図る。

他者を尊重する意識を育て、お互いに認め合う
集団の育成を図る。

自己実現を目指す意識及び進路意識を涵養し、
意欲的に学ぶ力を育成するととともに、個性の
伸長を図る。

朝の会や帰りの会において、身だしなみを意識させる。

思いやりと励まし合いの気持ちを持った門司学園１３
期生集団の形成を図る。

「夢を語るコンテスト」をとおして、主体的に考え積極的に発表する力を身につけさせる。

物事を主体的に考え、積極的・意欲的に取り組む生
徒を育てる。

道徳の授業を充実させ、いじめや差別を許さない学年集団を形成する。

始業のチャイム前までの授業準備と着席を徹底させる。

学級の係活動や生徒会活動に積極的に取り組ませる。

修学旅行の班別研修を、生徒全員で協力して計画し実施する。

帰りの会において生活ノートを記入させ、忘れ物がないようにする。

授業の始めと終わりのあいさつを大きな声で行わせる。

日々の活動において、時間厳守を徹底させる。

学級活動や授業において、提出物や課題等を迅速に提出させる。

総合的な学習の時間や学校行事に積極的に取り組ませる。

委員会活動や日直活動に積極的に取り組ませる。

第１学年

日々の清掃活動に積極的に取り組ませる。

家庭学習の習慣を定着させる。
日々の家庭学習の記録をつけさせ、担任が確認する。
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評価項目 具　体　的　目　標

快適な学習環境の整備に努める。

生徒の健康課題を把握し、健康教育の充実を図る。

施設・設備の安全点検を行い、事故防止に努める。

心の問題の早期発見・対応に努める。

中２

アクティブ・ラーニング型授業を適宜取り入れ、思考力・表現力・判断力を育成する。

中高教員の相互授業乗り入れを推進し、中高の接続を円滑に図る。

教務課

総合的な学習の時間、学校行事、セルフタイム等の
充実を図り、魅力ある学校づくりを行うとともに、本校
の教育活動の広報に努める。

学校行事等で異年齢交流を推進する。

学園祭の企画・運営の改善に取り組む。

具  体  的  方  策

部活動運営の中高連携の推進と高校部活動参加に関する条件整備に取り組む。

基本的生活習慣や規範意識の向上に取り組む。

高校と連携した行事の活性化や部活動の推進を
図る。

卒業研究を柱とした総合的な学習の時間の充実と各教科・学年との連携を図る。

ホームページと学校説明会の充実を図り、情報発信を強化する。

中高の教員が連携し、６年間の戦略的な教科指導を
展開するとともに、生徒の学習活動を重視した授業
改善を図り、思考力・判断力・表現力を身に付けさせ
る。

ＩＣＴ機器の整備とＩＣＴ機器を効果的に用いた授業を推進する。

 

　

進路指導課

新しい大学入試制度に対応した思考力・判断力・表
現力を育成する。

新しい大学入試制度に対応した新しい模擬試験を全学年で導入し、事前・事後指導を通して学力
の育成を図る。

生徒指導課
通学安全とバスの乗車マナーに関する取り組みを継続して行う。

規範意識育成教室の充実や教育相談活動により、いじめや非行の防止に努める。

挨拶に対する意識を高めるとともに、服装・頭髪等の基本的な身だしなみの指導を推進する。

保健課

学習環境の点検と清掃活動を徹底させるために整美生活委員会を活性化させる。

学級担任及び教科担任と保健室の密な連携によって、生徒の健康情報に関して校内の共通理解を
図る。

緊急時の避難経路および設備の点検を行うとともに、防災・避難訓練を計画し実施する。

スクールカウンセラーを有効に活用し、生徒と保護者が早期に相談できる体制を整える。

年間２回の授業見学月間を設定し、教職員が相互に授業参観することによって、指導方法の工夫
改善を図る。

総合的な学習の時間での取り組みを通して、思考力・判断力・表現力の育成を図る。

学習意欲を向上させる。
早期に将来の目標設定ができるよう、進路に関する情報発信を積極的に行う。

研修課

教職員の自己研鑽に対する意識を高め、研修活動
を通しての指導力向上を目指す。

 

トップゼミを開催し、上位層の学習意欲の向上につなげる。

観点別評価方法などの評価能力の向上、情報リテラシーの向上等を目的とした研修会を実施す
る。

学習や生活において配慮を要する生徒に関する研修会を実施し、教職員間で情報を共有する。

生徒の発達段階に応じた指導の展開や、知識・技能
を確実に身につけさせるための教科指導法等の研
究の推進を図る。

教職員の研修・実践の内容を1年間の記録として整理し、その成果を掲載した研究紀要を年度末に
発行する。

年間を通じた研修の成果や個人研究の発表の場を設定することで、教員間での情報交換を積極的
に行う。

年間２回の授業改善アンケートを実施し、その結果を分析し授業に還元することで、指導力向上
を目指す。

　

携帯電話の使い方に関するマナーの指導に取り組む。

評価（３月） 次年度の主な課題
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